
 

 

◇話合いの内容を整理した図の中から必要な事柄を取り出すことについては、相当数の児童ができている。

◆グラフや表に含まれる情報を正確に読み取った上で、話したり書いたりすることに課題がある。 
◆話したり聞いたり、書いたり、読んだりする目的や意図に応じ、複数の情報を関係付けた上で、条件に

合わせながら自分の考えをまとめて記述することに課題がある。 

平成２４年度全国学力・学習状況調査結果（滋賀県 国語科）の概要 

１．小学校の調査結果（滋賀県 公立）    

< 国語Ａ(知識) > 

分 類 区 分 
平均正答率(％) 

滋賀県(公立) 全国(公立) 

学習指導要領の領域等 

話すこと・聞くこと ７８．９ ７９．４ 

書くこと ５４．４ ５７．５ 

読むこと ８１．３ ８２．１ 

言語事項 ８５．０ ８６．３ 

問題形式 

選択式 ７０．４ ７２．５ 

短答式 ８３．４ ８４．３ 

記述式 該当問題なし 該当問題なし 

< 国語Ｂ(活用) > 

分 類 区 分 
平均正答率(％) 

滋賀県(公立) 全国(公立) 

学習指導要領の領域等 

話すこと・聞くこと ６１．２ ６３．０ 

書くこと ４４．３ ４６．８ 

読むこと ５４．０ ５５．７ 

言語事項 ５１．７ ５５．２ 

問題形式 

選択式 ５８．７ ６０．１ 

短答式 ４４．５ ４５．０ 

記述式 ４５．３ ４８．５ 

< 調査結果の分析 > 

 

 

 

 

２．中学校の調査結果（滋賀県 公立） 

< 国語Ａ(知識) > 

分 類 区 分 
平均正答率(％) 

滋賀県(公立) 全国(公立) 

学習指導要領の領域等 

話すこと・聞くこと ８６．５ ８７．７ 

書くこと ８７．５ ８８．１ 

読むこと ６３．４ ６５．４ 

言語事項 ７３．９ ７３．７ 

問題形式 

選択式 ７６．０ ７６．１ 

短答式 ７３．４ ７４．１ 

記述式 該当問題なし 該当問題なし 

< 国語Ｂ(活用) > 

分 類 区 分 
平均正答率(％) 

滋賀県(公立) 全国(公立) 

学習指導要領の領域等 

話すこと・聞くこと ５９．１ ５９．９ 

書くこと ５５．４ ５７．４ 

読むこと ５９．９ ６１．５ 

言語事項 該当問題なし 該当問題なし 

問題形式 

選択式 ６６．６ ６７．７ 

短答式 ８４．１ ８４．３ 

記述式 ４６．９ ４９．０ 

< 調査結果の分析 > 

 ◇一部に課題はあるが、「主として知識に関すること(Ａ問題)」については、相当数の生徒ができている。

◆具体的な言語活動の中で、基礎的・基本的な知識・技能を適切に使うことに課題がある。 
◆表現した内容を客観的に見直して、よりよくすることに課題がある。 



 
 

 

課題が見られた問題 
< 小学校国語Ａ(知識) >

設問 

番号 
設問の概要〔出題の趣旨〕 領域等 問題形式

正答率(％) 無解答率(％) 

滋賀県(公立) 全国(公立) 滋賀県(公立) 全国(公立)

２ 

話し手の話の内容を聞きながら書いた質問につ

いて、そのねらいを適切に説明したものを選択

する 

〔ねらいを明確にして質問をする〕 

話す聞く 選択式 64.8 65.2 0.8 0.6

４ 

四つの会話文の音読の仕方として適切なものを

それぞれ選択する 

〔場面の様子や登場人物の気持ちを想像しなが

ら音読する〕 

読む 選択式 71.8 73.3 0.8 0.6

６ 

創作した物語の語り手が寄り添っている人物とし

て適切なものを選択する 

〔表現の効果について確かめながら物語を創作

する〕 

書く 

読む 
選択式 70.0 71.8 2.0 1.4

７ 

新聞の報道記事のリードに必要な事柄を整理

し、一文にまとめて書く 

〔目的や意図に応じ、必要となる事柄を整理して

簡潔に書く〕 

書く 短答式 38.7 43.2 9.5 7.5

８ 

日常生活で使われている慣用句を集め、それら

の意味を適切にとらえる 

〔日常生活で使われている慣用句の意味を正し

く理解する〕 

伝国 選択式 74.9 79.7 10.4 6.6

※領域等  「話す聞く」：話すこと・聞くこと  「書く」：書くこと  「読む」：読むこと  「伝国」：伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

◆「書くこと」「読むこと」について、全体的に全国平均正答率との差が大きく、課題がある。特に、目的や意図に

応じ、必要となる事柄を整理して簡潔に書くことについては正答率も低く、課題がある。〔 設問７ 〕 

【課題がみられた問題と解答状況】   
〈正答の条件〉 
 
 
 
 
〈解答類型〉 

解答 
類型 

正答の条件 反応率(％) 
正答

１ ２ ３ 
滋賀県 
(公立) 

全国 
(公立) 

１ ○ ○ ○ 38.7 43.2 ◎

２ ○ ○ × 0.1 0.2  

３ ○ × 不問 21.9 24.2  

９ 上記以外の解答 29.8 24.8  

０ 無解答 9.5 7.5  
 

〈学習指導に当たって〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ③④に書かれている内容をまとめている 
２ 書き出しの言葉に続けて一文で書いている
３ 20 字以上、30 字以内で書いている 

目的や意図に応じ、文と文との関係を押さ

え、言語を操作しながら複数の文を一文に統

合して書くことが重要である。 

・事実や感想、意見などをそれぞれ一文にま

とめた上で、文の意味を変えないように一

文に統合する指導をする。 

・重文や複文などの一文を複数の文に書き分

けることができるように指導する。 

・主・述の関係、修飾被修飾の関係などを整え

るとともに、接続語や指示語を適切に使うこ

とができるように指導する。 



 
 

 

課題が見られた問題 
< 小学校国語Ｂ(活用) >

設問 

番号 
設問の概要〔出題の趣旨〕 領域等 問題形式

正答率(％) 無解答率(％) 

滋賀県(公立) 全国(公立) 滋賀県(公立) 全国(公立)

１二 

目的や意図に応じ、依頼する具体的な内容とし

て適切なものを選択する 

〔目的や意図に応じ、書く事柄を整理する〕 

書く 

伝国 
記述式 51.7 55.2 8.2 7.0

１三 

手紙の後付けに必要な、日付、署名、宛て名の

それぞれの位置を適切に選択する 

〔手紙の構成を理解し、後付けを書く〕 

書く 選択式 22.2 23.5 3.2 2.1

２二 

提示された資料を読み取った上で、相手に対し

て質問をしたい内容を明確にして発表するよう

に記述する 

〔資料を読み取った上で、質問をしたい内容を

明確にして発表する〕 

話す聞く

書く 
記述式 49.9 52.6 17.1 14.5

３三 

目的に応じ、複数の記事を結び付けながら読も

うとするとき、該当する記事の見出しとして適切

なものを選択する 

〔目的に応じ、記事を結び付けながら読む〕 

読む 選択式 54.0 57.6 5.9 4.2

３四 

二つの記事に書かれている内容を結び付けな

がら読み、理由となる事実を基にして自分の考

えを記述する 

〔複数の記事を結び付けながら読み、事実を基

にして自分の考えをもつ〕 

書く 

読む 
記述式 34.2 37.7 21.5 17.0

※領域等  「話す聞く」：話すこと・聞くこと  「書く」：書くこと  「読む」：読むこと  「伝国」：伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 

◆全領域において全国平均正答率との差が大きい。中でも「書くこと」については、正答率も低く課題がある。

特に、複数の記事に書かれている内容を結び付けながら読み、理由となる事実を基にして自分の考えを記

述することに課題がある。〔 設問３四 〕 

【課題がみられた問題と解答状況】   
〈正答の条件〉 
 
 
 
 
 
〈解答類型〉 

解答 
類型 

正答の条件 反応率(％) 
正答

１ ２ 
滋賀県
(公立)

全国 
(公立)

１ ○(順位、名前、記録の三つを取り上げている) ○ 1.4 1.5 ◎

２ ○(順位、名前、記録の中から二つを取り上げている) ○ 27.0 29.9 ◎

３ ○(順位、名前、記録の中から一つを取り上げている) ○ 5.8 6.3 ○

４ ○ × 2.2 2.1

５ 
×(金子さんの考えの理由となる事実を、一つの記事のみか

ら取り出したり、まとめたりしている) 不問 26.5 28.1

９ 上記以外の解答 15.6 15.0  

０ 無解答 21.5 17.0  

〈学習指導に当たって〉 

 

 

 

 

雑誌や新聞などを読み、それらに含まれる内容や構造をとらえ、自分の
考えを広げたり深めたりすることが重要である。 
・書き手がどのような根拠を挙げ、考えの理由や根拠としているかをとら

えることができるように指導する。 
・書き手がどのような感想や意見、判断や主張などを行い、考えを論証し

たり説得したりしようとしているのかなどについて、推論することがで
きるように指導する。 

１ 二つの記事を結び付けながら読み、金子さんの考えの理由とな
る事実を、両方から取り出したり、まとめたりして書いている。

２ 「そのように考えた理由は、」に続くように、40 字以上、60 字
以内で書いている 



 
 

 

課題が見られた問題 
< 中学校国語Ａ(知識) >

設問 

番号 
設問の概要〔出題の趣旨〕 領域等 問題形式

正答率(％) 無解答率(％) 

滋賀県(公立) 全国(公立) 滋賀県(公立) 全国(公立)

３二 

「この村の月は、まるでよく熟した夏みかんだ」に

使われている表現の技法の名称を書く 

〔比喩という言葉と結び付けて、表現の仕方を理

解する〕 

読む 短答式 37.1 40.4 21.8 18.3

４二 

「生徒会活動（小学校･･････児童会活動）」を場

に応じた話し言葉にする 

〔話し言葉と書き言葉との違いを理解し、適切に

使う〕 

伝国 短答式 45.6 47.1 9.3 7.7

６一 

「このような現象」が何と呼ばれているかを本文中

から抜き出す 

〔文章の展開に即して内容をとらえる〕 

読む 短答式 65.5 68.1 3.5 3.1

６二 

取扱い絵表示の内容に加えて気を付けなけれ

ばならないこととして適切なものを選択する 

〔目的に応じて必要な情報を読み取る〕 

読む 選択式 38.0 40.3 0.8 0.6

７二 

１～

３ 

漢字を読む 

１ （考えに相違がある） 

２ （不純物が沈殿する） 

３ （会議で決を採る） 

〔文脈に即して漢字を正しく読む〕 

伝国 短答式 

63.1

82.6

72.5

64.5 

84.6 

73.8 

13.8 

7.0 

5.6 

12.5

6.0

4.8

※領域等 「話す聞く」：話すこと・聞くこと  「書く」：書くこと  「読む」：読むこと  「伝国」：伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 

◆「読むこと」について正答率が低く、全国平均正答率との差も大きい。特に、比喩という言葉と結び付けて

表現の仕方を理解すること、目的に応じて必要な情報を読みとることに課題がある。〔 設問３二、６二 〕 

 

【課題がみられた問題と解答状況】  

〈解答類型〉 

解答類型 
反応率(％) 

正答滋賀県 
(公立) 

全国 
(公立) 

１ １と解答 2.0 2.1  

２ ２と解答 1.7 1.6  

３ ３と解答 38.0 40.3 ◎ 

４ ４と解答 57.4 55.4  

９ 上記以外の解答 0.1 0.1  

０ 無解答 0.8 0.6  

 

〈学習指導に当たって〉 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

目的に応じて必要な情報を読み取る際に

は、自分にとって必要な事柄を明確にし、そ

れに応じて情報を取捨選択しながら読み進め

るように指導することが大切である。 

・例えば、全員に同じ目的で読ませるだけで

はなく、同一の教材を用いた学習であって

も個々に異なる目的をもって文章を読ま

せ、必要な情報を整理させる。 



 
 

 

課題が見られた問題 
< 中学校国語Ｂ(活用) >

設問 

番号 
設問の概要〔出題の趣旨〕 領域等 問題形式

正答率(％) 無解答率(％) 

滋賀県(公立) 全国(公立) 滋賀県(公立) 全国(公立)

１三 

これからどのような言葉の使い方をしたいのかを

具体的な言葉の例を挙げて書く 

〔相手の発言を注意して聞き、自分の考えを書

く〕 

話す聞く

書く 
記述式 18.8 19.7 18.5 13.9

２三 

祖母向けの説明書の一部を書く 

〔資料に書かれている情報の中から必要な内容

を選び、伝えたい事柄が明確に伝わるように書

く〕 

書く 

読む 
記述式 66.8 68.4 10.5 8.1

３二 
物語に書かれている季節を選択する 

〔物語の場面の展開をとらえる〕 
読む 選択式 32.0 34.2 0.9 0.7

３三 

朗読の仕方の工夫とその理由を書く 

〔物語の内容や登場人物の言動の意味などをと

らえ、自分の考えを書く〕 

書く 

読む 
記述式 55.0 58.9 18.0 13.6

※領域等  「話す聞く」：話すこと・聞くこと  「書く」：書くこと  「読む」：読むこと  「伝国」：伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

 

◆「書くこと」「読むこと」について、全国平均正答率との差が大きく、課題がある。特に、物語の内容や登場

人物の言動の意味などをとらえ、自分の考えを書くことに課題がある。〔 設問３三 〕 
 

【課題がみられた問題と解答状況】  

〈正答の条件〉 
 
 
 
 
 
 
 
〈解答類型〉 

解答 
類型 

正答の条件 反応率(％) 
正答

１ ２ ３ ４ 
滋賀県 
(公立) 

全国
(公立)

１ ○ ○ ○ ○ 55.0 58.9 ◎

２ ○ ○ ○ × 1.5 1.5  

３ ○ ○ × ○ 7.1 7.8  

４ ○ × ○ ○ 0.3 0.3

５ × ○ ○ ○ 6.4 6.7

６ ○ ○ 記述なし 2.3 2.1

９ 上記以外の解答 9.4 9.1  

０ 無解答 18.0 13.6  

 

〈学習指導に当たって〉 

  

 

 

 

１ ○に、朗読の仕方の工夫を適切に書いている。
２ ○は、15 字以上、30字以内で書いている。 
３ ▼に、物語の内容を正しく理解した上で、物

語の中の言葉を使って、朗読の仕方の工夫を
適切に書いている。 

４ ▼は、40 字以上、60字以内で書いている。 

文学的な文章を朗読する際には、生徒一人ひ

とりが自分なりに解釈したことに基づいて声に

出して表現させることが大切である。 

・読み方を決める上での解釈を明らかにさせる

ことが重要である。 

・声の出し方についての具体的な工夫（緩急、

強弱、間の取り方など）について考えさせる

ことが重要である。 



 

 

単元構成のアイディア １ （中学校） 
－指導例「指導例『主語・述語』」を取り入れて－

単元名 「文の組み立てを考えて、整った文を書こう (だれが・何を・どうする？)」 

身に付けさせたい言語の力  

文の組み立てを正しく理解し、自分の表したいことが的確に伝わる文を書く力〈第１学年「伝国」

(１)イ(ｴ)〉 

「指導例」を取り入れた単元構成例            ※「指導例」を取り入れた時間：第一次第２時      

次 時 学習活動 

一 

１ 「主・述の関係」についての説明を読んで理解する 

２ 例文を使って、主・述の関係の整った文とはどのような文であるかを理解する 

３ 「修飾・被修飾の関係」についての説明を読んで理解し、練習問題に取り組む 

４ 「接続の関係」「独立の関係」についての説明を読んで理解し、練習問題に取り組む 

５ 「並立の関係」と「補助の関係」についての説明を読んで理解し、練習問題に取り組む

６ 「連文節」についての説明を読んで連文節の働きを確かめ、文節同士の関係を考える 

７ 
「文の組み立て」についての説明を読み、どのように書いたら文意が正確に伝わるかを

考えて、100 字程度の作文を書く 

 

指導の実際（第一次第２時） 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

これから起こることの様子を一文で表現しましょう。主語を変えて文を三つ書きましょう。

指導のポイント 
・言葉の決まりを知識として教えるだけでなく、具体的な日常の場面を用いて考えさせるようにする

・まず述語を探し、それに対応する主語を見つけるという手順で考えさせると、とらえさせやすい 

・主・述の関係は、一文が長いときや主語と述語が離れているときに整えにくいことを理解させる 

どうすれば主・述の関係の整った文になるか考え、友だちと意見交流しながら、組み立てが
間違っている文を正しく書き直しましょう。 

主・述の関係が整っていない間違った文を作り、提示し合いましょう。互いに間違っている
部分を探し、説明し合いましょう。 

生徒Ａ 生徒Ｂ

・先生がひらひらと紙を落とした。 

・僕は、先生が紙を落とすのを見た。 

・紙を落とすとき、先生の手が緩んだ。

〈問題文〉  「この絵の特徴は、どの角度から見ても女性と目が合います。」 

〈生徒の解答〉主語・述語が「特徴は」・「合います」となっておかしいので、述語の「合いま

す」を「合うところです」に直します。 

・先生が白い紙を落とした。 

・白い紙は先生の手から離れた。 

・私は先生の手から紙が落ちるのを見た。

〈間違った文〉 「私の好きなことは、家でお菓子を作ります。」 

〈生徒の説明〉 「○○の□□は」という主語のときは、「～ことだ」という述語にするといい

ので、述語を「作ることです」に直すと正しい組み立ての文になります。 

『雪とパイナップル』の話の中に出てくる缶詰の中には何が入っていたと思いますか。「私
は」を主語にして主・述の関係を整え、30 字以内で書きましょう。 

〈正答例〉 「私は、缶詰の中には優しさや人を思う心が入っていたと思います。」 

〈誤答例〉 「私は、缶詰の中には優しさや人を思う気持ちが入っていました。」 

評価問題例 



 

 

単元構成のアイディア ２ （中学校） 
－指導例「新聞への投書『意見文を書く』」を取り入れて－

単元名 「新聞に投書する意見文を書こう～立場と根拠を明確にして書こう～『意見文を書く』」 

身に付けさせたい言語の力  

立場・根拠を明らかにし、構成を工夫した、分かりやすい意見文を書く力〈第２学年「Ｂ書くこと」 

(１)アイ〉 

「指導例」を取り入れた単元構成             ※「指導例」を取り入れた時間：第一次第１時      

 

指導の実際（第一次第１時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次 時 学習活動 

一 １ 

・身近な意見文である新聞の投書欄の文章を読み、自分なりの考えをもつ            

・資料【投書に対する石田さんの意見文】とそれを書き直したものとを比較しながら

読み、より分かりやすい意見文の在り方をとらえる                         

・投書に対して自分の意見文を書く 

二 

２ 

・テーマに沿って、自分の立場を決める 

・書く材料として、立場を支える根拠となる事実や例を、体験や知識などから

集め、書き出す 

３ 

・自分の立場や選び出した根拠に対する反論を予想し、それに対する意見

を考える 

・集めた材料を、文章の構成を考えながら順番に並べ、意見文(下書き)を書く 

４ 

・書いた文章を、「推敲の観点」(語句や文の使い方、段落相互の関係など)に基づい

て推敲する 

・推敲を踏まえて、より分かりやすく、説得力のある意見文を書く 

三 ５ ・書いた意見文を読み合い、立場の明確さや根拠の適切さなどについて交流する

新聞に載っていたＭ子さんの投書を読んで、あなたはどう思いますか。 

〔Ｍ子さんの投書の概要〕 

レストランで見かけた４人組の女子学生は、互いに一言もしゃべらずに携帯電話の画面を開いてメールをし

ていました。メールは優れたコミュニケーションツールですが、それだけでよりよい人間関係が築けるもので

はありません。携帯電話でつながっていないと不安に感じ、手放せないというのはいかがなものでしょうか。

指導のポイント 

・二つの文章を比較して読むことを通して、

よりよい意見文の書き方をとらえさせる 

・テーマについて自分なりの考えをもたせ、

構成を工夫して分かりやすい文章にまと

めさせる 

〈生徒の意見〉 ※一部抜粋 

・Ｍ子さんは心配しすぎです。普段は楽しく会話をしているはずです。 

・メールばかりでは、表情が分からないのでだめだと思います。やはり直接話すべきです。

投書に対する石田さんの意見文と、それを
書き直したものとを比較しながら読み、ど
のような書き方をすると、より分かりやす

い意見文になるかを考えましょう。 

投書に対するあなたの考えを書きましょう。
〈条件〉 

①第１段落には投書のどの部分についての意見

かが分かるように書く。第２段落には、あな

たの判断、考え、その根拠を書く。 

②120 字以上、160 字以内で書く。 
〈生徒の考え〉 ※一部抜粋 

・事実と意見を区別して書く。 

・考えの理由や根拠を明確にして書く。 

・接続語などを使い、文と文の関係や段落と

段落の関係を分かりやすくする。 

Ｍ
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、
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※
私
が
書
く
と
き
に
意
識
し
た
こ
と

は
、「
接
続
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落
構
成
」「
事

実
と
意
見
の
区
別
」
で
す
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〈
生
徒
の
意
見
文
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単元構成のアイディア ３ （中学校） 
－指導例「『ドックンドクン』～表現の効果について考える～」を取り入れて－

単元名 「自分の思いや体験をもとに短歌をつくろう～表現の効果について考える～」 

身に付けさせたい言語の力  

・つくった作品を読み返し、効果的な表現技法を取り入れ、思いの伝わるものにできる力〈第２学

年「Ｂ書くこと」(１)エ 〉 

・思いを表現するために、適切な語句を用いることができる力〈第２学年「伝国」(１)イ(ｲ)〉 

「指導例」を取り入れた単元構成               ※「指導例」を取り入れた時間：第二次      

実施 次 学習活動 

６月 
一 

(全４時) 

単元「豊かな言葉」(教材「新しい短歌のために」「短歌十二首」)での学習 

・短歌に示された語句の効果的な使い方や文章の描写の効果を理解し、情景を想像し

ながら朗読する〔「読むこと」(1)アイ、「伝国」(１)イ(ｲ)〕 

・作者のものの見方や考え方について，知識や体験と関連付けて自分の考えをもつ

〔「読むこと」(１)エ〕 

・心情が伝わるように描写を工夫して短歌を創作する〔「書くこと」(１)イウ〕 

10 月 ＊ 
総合的な学習の時間での学習(職場体験) 

・既習事項を生かし、職場体験を通して感じたことをもとに短歌を創作する 

11 月 
二 

(全 1時) 

単元「自分の思いや体験をもとに短歌をつくろう～表現の効果について考える～」での学習 

・学習プリントの【短歌Ａと鑑賞文Ａ】と【短歌Ｂと鑑賞文Ｂ】を読み、どのような

心情や情景を歌った短歌であるかを考える 

・擬音語・擬態語について、使うときと使わないときとの印象の違いを考える 

・学習プリントの【短歌Ｂ】について、最初につくったものと推敲して直したものと

を比べて読み、倒置法を使うときと使わないときの印象の違いを考える  

・職場体験後に創作した自分の短歌を読み返し、擬音語・擬態語、倒置法を取り入れ

て、より思いが伝わるように考える 

・短歌を互いに読み合い、擬音語・擬態語、倒置法が効果的に取り入れられているか

どうかについて話し合う 

指導の実際（第二次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場体験でつくった短歌を読み返し、擬音語・擬態語、倒置法を取り入れて、より思いの
伝わる短歌にしましょう。 

指導のポイント 

・短歌の情景や心情をとらえる学習では、体験をもとに豊かにイメージさせる 

・表現技法を用いると、体験したことや心情を豊かに表現できることを理解させる 

・短歌に関する図書を並行して読ませ、意欲・関心をもたせる 

〈推敲前の短歌〉 「もも組や はとに星組 多すぎて 誰がどこなん わからんかった」  

〈推敲後の短歌〉 「わからへん クラスの数が 多すぎて ももにはと組 誰がどこなの」  

〈授業後の振り返り〉 

保育園でわからなかったことを強調するために、初めに「わからへん」をもってきた。倒

置法を使うことで、自分の気持ちをはっきりさせることができて、友達にもそれをわかって

もらえてよかった。短歌づくりは楽しかったし、意欲的に興味をもってがんばれた。 

〈推敲前の短歌〉 「POP 書き お菓子の箱を かきました とってもペンギン おかしくなった」

〈推敲後の短歌〉 「キュッキュッキュッ ペンをはしらせ POP 書き 最後の仕上げは 大失敗」

〈授業後の振り返り〉 

はじめの短歌は、もやもやしながらつくったので、リズムも悪くなりました。つくりかえ

たのは、とても納得できました。最終的には擬音語もしっかり使えたし、リズムもよくなっ

たのでよかったです。 

生徒Ａ 

生徒Ｂ 



 

 

 

単元構成のアイディア ４ （中学校） 
－指導例「若者言葉」を取り入れて－

単元名 「話題をとらえて話し合おう バズセッションをする  ～論理的な構成や展開を考えて話す～」 

身に付けさせたい言語の力  

 話題や議論の流れを的確にとらえ、事実と意見の関係に注意して話したり聞いたりする力 

 〈第１学年「Ａ話すこと・聞くこと」(１)アイオ、「伝国」(１)イ(ｳ)〉 

「指導例」を取り入れた単元構成            ※「指導例」を取り入れた時間：第一次第４時      

次 時 学習活動 

一 

１ 
・事実と意見の違いを知る 

・「論理的思考」とは何かを確かめる 

２ 

・バズセッションという話合いの形式を知る 

・課題について自分の考えをもち、根拠を整理する 

・司会、記録、報告、コメント係の役割を再確認する 

・ミニ・バズセッションを経験する 

３ 

・教科書「敬語」についてのバズセッションの仕方をＣＤで確認する 

・各グループで、再度、ミニ・バズセッションを行い、グループの意見を整理してま

とめ、学級全体で報告し合う 

４ 

・「若者言葉」についての資料(資料Ａ：若者同士の「やばい」という言葉を使った会

話、資料Ｂ：「ふだん、そのような言い方をする」と答えた人の割合のグラフ）を

もとにバズセッションする 

・グループの意見を整理してまとめ、キーワードを三語で示しながら、学級全体で報

告し合う 

５ ・バズセッションを振り返り、課題を整理する 

 

指導の実際（第一次第４時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料Ａ、資料Ｂを見て、「今の若者たちの言葉の用い方は乱れているかどうか」ということに 

ついて考え、根拠を明確にして話し合いましょう。 

〔生徒の意見(根拠)〕 

・乱れているから直さなければならない。 

(資料Ａにある「やばい」などの言葉は、世代の違う人には

分かりづらいから)(資料Ｂにある「チョー」などの略語は丁

寧ない言葉遣いではなく、美しい日本語とは言えないから)

・乱れているが仕方のないことだ。 

(昔の人から見れば乱れているだろうが、資料Ｂのように、

時代の流れで変化するものだから) 

・乱れていない。 

(略語も便利だし、普段話す人にはどれも分かる言葉だから)

「若者言葉」についての考えをまとめ、報告しましょう。 

〔生徒のまとめ〕※一部抜粋 

キーワード：「友達、略語、美しい日本語」 

私たちの班では、「若者たちの言葉の用い方は乱れている」という結論になりました。根拠は

二つ。友達同士で使う言葉や略語は、年配の人にはその意味が分かりづらいからです。また、会

話が成立しないおそれのある言葉は、美しい日本語とは言えないからです。 

指導のポイント 

・自分の「意見」と、その根拠

を明らかにさせる 

・話合いの話題や方向をとらえ

て的確に話したり、相手の発

言を注意して聞いたりして、

自分の考えをまとめさせる 

・文章やグラフなど様々な資料

から必要な情報を読み取らせ

主張の根拠を考えさせる 
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